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海外臨床実習報告書 
Universiti Teknologi MARA（UiTM）
高瀬　愛
実習期間：2014年 5 月12日～ 5 月30日
【はじめに】
　私は 6 年次選択制臨床実習の第 2 期にマレーシアのUniversiti Teknologi MARA（UiTM，マラ工科大学）
に実習に行ってきました。一緒に行ったのは私を含め 6 人（男子 1 人，女子 5 人）で昨年度よりも 2 人多い
グループとなりました。
　私にとって東南アジアは初めての滞在で，すべてのことが珍しく楽しい 3 週間でした。この報告書が少し
でも来年海外臨床実習を考えている方の参考になればと思います。
【実習に参加した理由】
　海外の医療を見て，日本の医療のことをもっ
といろんな視点から考えたい，いろんな医療の
仕組みを見てみたいと以前より思ってはいまし
たが，私の海外経験は乏しく（海外旅行に行っ
たのは大学 4 年が初めて），英語力にもまった
く自信がありませんでした。
　昨年度の海外臨床実習報告会にも参加しな
かったし， 3 週間と長期の海外臨床実習をする
のは難しそうに思え，しり込みしていた私がマ
レーシアに行けたのは仲間が一緒に行こうよと
誘ってくれたおかげでした。たくさんの不安は
ありましたが，ともかく行くことが決まり何とかしなければ，と感じていました。海外の中でもマレーシア
を選んだのは，プライマリ・ケアの分野を見学できる，一緒に行く仲間が多い，現地の学生と多く関われる
などの理由からでした。
【渡航前の準備】
　昨年度海外に行かれた先輩方も使っていた「100 cases」という参考書を使い海外に行くことになった友
人たちと勉強会をしていました。航空券を個人で予約したのは初めてで，少しでも安心できるように航空会
社はJALを利用しました。往復 ７ 万と値段は張りましたが，クアラルンプールまで乗り換えもなく，現地に
ついても日本人のスタッフが対応してくださるなど出入国は快適でした。その他旅行保険の申し込み，レン
タルWi-Fiの予約（長期のレンタルは電話予約が必要でした），A型肝炎ワクチン接種などを事前に行いまし
た。現地の事務の方，先生との事前連絡は山城教授や一緒に行った友人が行ってくれ，本当に助かりました。
実習の申し込みのために，現地の書式での申込書の記入，証明写真やパスポートのコピー，大学からの推薦
書，健康診断証明書の送付などが必要でした。
【持ち物・服装】
（実習中に必要だったもの）
・ 長袖シャツ・スーツのスカートやパンツ（イスラム教の学生ばかりの大学なのでなるべく丈の長いものの
方が良いと思います），白衣
・聴診器・ペンライトなど診察用具（現地の学生と一緒に身体診察をたくさんします）
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・医学電子辞書
・ スマホやタブレット＆Wi-Fi（日本語・英語の教科書をデータで入れていくと便利，また日本の医療事情
などいきなり質問が飛んできます）
（生活に必要だったもの）
・変換プラグ，200V大丈夫なタップ
・海外対応ドライヤー
・虫よけ，蚊取り線香，日焼け止め，帽子（使っても刺されるし，焼けますが）
・物干しロープ，洗剤，洗濯ばさみなど（現地調達もできるけど…）
・薬，サプリメント（野菜不足になります）
（現地で買ったもの）
　ショッピングモールのイオンがいっぱいあって現地の学生に連れていってもらいました。たいていの生活
用品は揃えられるし，日本食もたくさん売っています（値段は高い）。
・ 台所用品，掃除用具など（現地学生がモップなど貸してくれましたが，使い方が分からなかった…やっぱ
り雑巾とか，掃除機とかの方が使いやすい）
・日本食（現地の学生に寿司やお好み焼きなど作ってあげると喜ばれました）
・トイレットペーパー（マレーシアのトイレは紙おいてないです，持ち歩き必須）
（寮の部屋の設備）
　今年度は寮の宿泊費も支払うことになり（100RM/日），昨年度の先
輩より設備は充実した部屋だったようです。部屋は 3 LDK× 2 ， 3 人
ずつで， 1 人 あたり 1 つのシャワールーム，トイレ，ダブルサイズの
ベッド，デスク，エアコンがありました。寮のトイレは洋式なので安心。
シャワーは基本水ですが 1 部屋だけぬるいお湯が出るボイラーがついて
いる部屋があり，私の部屋では交代でその 1 つのシャワーを使っていま
した。キッチンにはシンク，冷蔵庫，炊飯器，IH（ 1 口），電気ケトル，
電子レンジ，皿やカトラリーがありました。（部屋により何があるかは
異なるようです）豚肉とお酒は持ち込み禁止です。洗濯機は基本的には
寮一階の共同のコインランドリーですが，私たちの部屋にはベランダに
洗濯機があり，洗濯は楽でした。
（持って行ったらよいと思うもの）
・ 運動できる服，シューズ（学生がフットサルやバトミントンに誘ってくれます，寮にジムもあります。運
動不足になるのであった方が良いです）
・ お茶のパック（マレーシアの飲み物は基本的に激甘です。水は入手可能。日本茶と書いてあるペットボト
ルでさえ甘かった。）
・ 勉強道具（勉強できる時間は結構あります。私はイヤーノートを持っていってQB onlineをやっていたの
で荷物はそんなに重くなりませんでしたが，プレ内科は持っていけばよかったかなーと思いました。ビデ
オ講座はネット環境が動画を快適に見れるほどは良くなく，少し苦労しそうでした。）
・ 日本土産（現地の事務の方や先生，お世話になる学生に多めに持っていったらよいと思います。柿の種は
不評でした。）
・日本食（現地でも買えないことはないですがスーツケースが空いていれば…）
【実習内容】
　私たち 6 人は 3 人ずつの 2 グループに分けられ，それぞれ現地の学生の実習グループと行動を共にしまし
た。 私 のグループは 1 週 目「Medicine Posting （のうちCardiology）」 2 週 目「Primary Care Medicine 
Posting」 3 週目「O&G Posting」でした。
　Cardiologyでは，病棟に行き学生のみで入院患者さんの問診や身体診察をして鑑別や治療方針を議論した
り，外来を見学したり，セミナーを受けたり，学生によるプレゼン（私はAMIについての発表でした）を
一緒にやったり，カテーテル治療を見学したりしました。
　Primary Careでは，診療所に行き（診療所といっても結構大きい），外来（一般内科の他小児科や産婦人
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科もあり）を見学したり，処置室や検査室を見学したり，症候学のレクチャーを受けたりなどしました。
　O&Gでも病棟で身体診察をしたり問診したり，レクチャーを受けたり，分娩も見学することができました。
　 3 週間を通して驚いたのは，マレーシアの学生は本当に丁寧に身体診察をし，検査に頼らず診断や治療を
考えるし，全員がしっかりと臨床実習までに疾患についての知識を身につけているし，講義やレクチャーで
は積極的に学生が発言や質問をし，プレゼン能力も高いことでした。また，マレーシアではこの疾患の統計
はこうだけど，日本では？など日本の医療事情をたくさん質問され，自分がいかに自分の国のことも知らな
いかを考えさせられました。
【マレーシアの医療事情】
　マレーシアの医療を見て驚いたことを書こうと思います。
　とにかく生活習慣病が多いです。糖尿病の有症率は30%で，10代で 2 型糖尿病を発症するのも珍しくない
ようです。死因の 1 位は心疾患， 2 位は交通事故（滞在中外を歩かないようにとよく言われました）で，相
当重症にならないと病院を受診したり治療を開始したりしないため，循環器の入院患者はほとんどが心不
全，産婦人科も糖尿病の妊婦が多く，診療所の処置室でも糖尿病性足病変（日本ではあまり見ないぐらい
真っ黒）の患者さんも多く見かけました。原因は食事にあるようです。滞在中実体験しても感じたのですが，
食事は常に外食で，料理は味付けが濃く，油を多く使い，また飲み物は練乳orガムシロップが大量に入って
いてとても甘いです（no sugarと注文することをお勧めします…）。私たちのように短期間の滞在ならばお
いしく食べられますが，これを何年も食べ続けると糖尿
病や脂質異常症，肥満が多いのは当然だと感じました。
　患者の多い糖尿病や喘息では患者用ノートがあり（日
本の血圧手帳，母子手帳みたいに…），経過を書き込め
るようになっていました。
　また，日本で珍しい疾患としてはデング熱（発熱が主
訴の患者で一番多い！），小児の乾癬などを見ました。
さらに，言語が多様なため，医師は何か国語も話せる方
が多いです。国語のマレー語の他，英語は基本で，他に
も中国語（中国語の種類も多様），ヒンドゥー語…と患
者ごとに使い分け，本当にすごいと感じました。
【マレーシアでの生活，文化】
　様々な人種が同じ場所に住んでいますが，それぞれの文化を守っているため多様な食事や建築物にふれる
ことができました。観光でもイスラム教のモスク，ヒンドゥー教の寺院，仏教の寺院，キリスト教の教会な
どなど本当に沢山見学しに行きました。
　食事は，実習期間中は学生に連れていってもらうことが多かったため，マレーの食事，ナシゴレンやミー
ゴレン，トムヤムなどが大半でしたが，観光先では中華料理，ニョニャ料理，カレー，ちょっと変わったお
寿司などを食べたりして楽しみました。
　学では学生たちのお祈りの時間があるため，生活リズムが毎日しっかり決まっていたので，観光ではわか
らない現地の生活を感じることができました。また，女子学生は実習中もバジュクロンという民族衣装にス
カーフを被っていますが，私たちも服屋に連れていってもらってバジュクロンを購入し，それを着て実習し
たのはとても良い思い出です。毎週木曜日には近くでナイトマーケットが開かれ，屋台で買い食いしたり，
スカーフやブローチを選んだりしたのも楽しい経験でした。
【実習を終えて】
　最初はどうなることかと心配していましたが，マレーシアの滞在，実習は本当に楽しいものだったし，貴
重な経験がたくさんできました。英語については本当にどうしようと思っていましたが，マレーシアの学生
も英語は第 2 言語であることもあり，お互いに理解できるまで辛抱強く聞いてくれたり，話してくれたりと
助けられ，苦労しつつも 3 週間を過ごすことができました。英語の上達にもなったと思います。海外の医療
を見たことで，新しい視点を持てるようになったし，日本の医療や医学教育についても改めて考えさせられ
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ました。自分の国のことをもっと知りたい，医学をもっと勉強したいというモチベーションも上がりました。
海外に実習に行くのはやっぱり不安…という方にも，飛び込んで見ることを本当にお勧めしたいです。
　最後になりますが今回の実習に当たりお世話になった山城教授，イノベーションセンターの皆様，アドバ
イスを下さった先輩方，UiTMの先生方，事務の方，学生の皆さんには本当に感謝しています。この経験を
将来生かせるよう努力していきたいと思います。
